
35_建築住宅課_1
事業シート（令和8年度予算）

1

4

1 3

5 ⑶

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和8年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.令和6年度事業実績、評価等（Check）　R7.8実施 5.令和7年度事業実績、評価等（Check）　R8.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

次年度
以降の
考え方

(担当課)

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・制度周知のため、引き続き、広報たかやまへの掲載や含有施設所有者、関係
団体への説明等積極的なPRを行う。 市長査定

の考え方

目的 ・アスベストの飛散による市民の健康被害を予防し、生活環境の保全を図る。 概要
・アスベスト含有調査費に対する助成
・アスベスト除去工事費に対する助成
・調査、除却に向けた啓発活動

・要求どおり

・財務部査定のとおり

・アスベストの飛散による市民の健康被害を防止するために必要な経費を計上

歳出事業費
（職員人件費を除く）

特定財源

担当課
予算要求
ポイント事業実績 事業実績

・助成件数
アスベスト含有調査事業補助金　9件
アスベスト除去等事業補助金　0件

・制度周知
広報たかやまへ助成制度を掲載

事業名 41510 アスベスト対策事業費
総合計画

分野別 市長公約

評価等 評価等・市民の健康被害の予防、生活環境の保全が図られた。
財務部
査定の
考え方

重点戦略 根拠計画

R6完了予定 R8完了予定

維持・改善 維持・改善

拡大 拡大

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

R5完了 R7完了

アスベスト除去等事業補助金 4,000 0 4,000 4,000

説明

アスベスト含有調査事業補助金 500 878 500 500

新規・拡充 主な事業内容 査定額

一般財源 2,000 0 2,000 2,000 2,000 2,000 0

その他（ 

2,500 2,500 0

県費　（ 

国費　（ アスベスト対策事業費　1/3、10/10 2,500 878 2,500 2,500

増減 (d)-(c)

4,500 878 4,500 4,500 4,500 4,500 0

最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d)

R6 R7 R8予算 実施計画額 4,500

総合計画等　主な指標 R6実績 R7実績 R11目標

項 保健衛生費 政策分野 都市基盤・防災・景観

担当課 都市政策部　建築住宅課 内線 2318 目 生活環境費 施策分野 住宅・公園・景観

予
算

会計 一般会計 方向性 　

款 衛生費 ポイント 　
過疎地域持続的発展計画

35_建築住宅課_1 41510



35_建築住宅課_2
事業シート（令和8年度予算）

1 3

7 ⑵

4 3

1 ⑶

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和8年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.令和6年度事業実績、評価等（Check）　R7.8実施 5.令和7年度事業実績、評価等（Check）　R8.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

・積算内容を精査

・財務部査定のとおり

・景観行政、開発許可等に係る事業に必要な経費を計上
・伝統的な大工技術等の継承（活用促進）に必要な経費を計上
・大規模盛土造成地の防災対策に必要な経費を計上

過疎地域持続的発展計画

歳出事業費
（職員人件費を除く）

目的

・安全・快適な市有建築物を整備する。
・秩序ある土地利用の推進により、都市の健全な発展を図る。
・建築基準法、建設リサイクル法、省エネ法等の適正な運用により良好な居住環境を
整備する。

概要

・公共建築工事に係る設計及び監理を実施
・特殊建築物の定期調査を実施
・都市計画制度の活用等により土地利用の規制、誘導を図るとともに、まちづくりに関する計画及び指針に適合するよう、必要
な指導や助言を行う。
・建築確認及び各届出による審査
・伝統的な技法による建造物修景工事等に対する助成
・大規模盛土造成地の防災対策

分野別 市長公約

重点戦略 根拠計画
事業名 74105 建築政策推進事業費

総合計画

担当課
予算要求
ポイント

評価等 評価等
・各種基準の市民への周知や建築関係事業者等に対する指導、助言により、良好な居住環境の整備、
歴史的な建造物や町並みの保存が図られた。 財務部

査定の
考え方

次年度
以降の
考え方

(担当課)

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・市民に対する各種基準の周知に加えて、建築関係事業者や宅建協会、行政書
士会等に対する景観基準や開発基準、手続き方法等の理解をより深めるための
研修会等の開催により、基準の順守や手続きの円滑化を促進する。

市長査定
の考え方

事業実績 事業実績

・特定建築物の定期調査業務委託7件
・建築確認申請1件、位置指定道路5件、都市計画法53条許可申請7件
・美しい景観と潤いのあるまちづくり条例　大規模開発届出7件、中規模開発届出48件、小規模開発届
出21件、景観重点区域内行為届120件
・伝統的大工技術継承事業補助金30件

R6完了予定 R8完了予定

維持・改善 維持・改善

拡大 拡大

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

R5完了 R7完了

大規模盛土造成地の分類・地盤調査 10,000 2,500

特殊建築物定期調査報告 5,000 4,015 6,000

伝統的大工技術等継承に対する助成 11,155 11,005 15,700 16,500

市有建築物の改築・改修等に係る設計 1,000 0 1,000 1,000

説明

美しい景観と潤いのあるまちづくり審議会 342 82 342 342

新規・拡充 主な事業内容 査定額

1,000 1,000 △ 10,000

一般財源 16,405 14,445 13,806 27,286 25,501 25,501 11,695

特定財源

その他（ 建築申請・開発許可手数料、飛騨高山ふるさと基金繰入金 1,000 419 11,000 1,000

830 830 △ 2,503

県費　（ 県移譲事務交付金、土地利用規制対策費 34 843 30 30 258 258 228

国費　（ 景観改善推進事業費　1/3、宅地耐震化推進事業費　1/3 228 3,333 833

増減 (d)-(c)

17,439 15,935 28,169 29,149 27,589 27,589 △ 580

最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d)

R6 R7 R8予算 実施計画額 23,200

総合計画等　主な指標 R6実績 R7実績 R11目標

項 都市計画費 政策分野 都市基盤・防災・景観

担当課 都市政策部　建築住宅課 内線 2318 目 都市計画総務費 施策分野 住宅・公園・景観

予
算

会計 一般会計 方向性 人づくりを支える環境整備

款 土木費 ポイント 快適で安全な環境づくり
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35_建築住宅課_3
事業シート（令和8年度予算）

1 3

7 ⑵

4 3

1 ⑶

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和8年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.令和6年度事業実績、評価等（Check）　R7.8実施 5.令和7年度事業実績、評価等（Check）　R8.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

次年度
以降の
考え方

(担当課)

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・耐震強度が不足すると考えられる昭和56年5月31日以前建築の建築物を主と
して、建築物の耐震化を促進するため、啓発活動を継続的に実施していく。
・耐震診断実施が耐震改修工事につながるよう、啓発活動を行う。

市長査定
の考え方

目的
・住宅や一定用途、規模以上の建築物に関して、耐震診断及び耐震改修工事に対す
る助成を実施し、地震に強い安全・安心なまちづくりを進める。

概要

・耐震診断に関する助成事業
　木造住宅耐震診断委託、伝統構法木造建築物耐震診断に対する助成、建築物耐震診断（木造住宅以外）に対する助成
・耐震改修工事に関する助成事業
　木造住宅耐震改修工事に対する助成、伝統構法木造建築物耐震改修工事に対する助成、特定建築物の耐震改修に関する
助成
・耐震啓発に関する活動
　市職員による相談会等の耐震啓発

・積算内容を精査

・財務部査定のとおり

・建築物の耐震診断、改修工事に対する助成に係る経費を計上

歳出事業費
（職員人件費を除く）

特定財源

担当課
予算要求
ポイント事業実績 事業実績

・助成等件数
　木造住宅耐震診断事業委託　87件
　建築物耐震診断事業補助金　一般建築物　4件
　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　伝統構法木造建築物　5件
　建築物耐震改修工事補助金　 木造建築物　3件
　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　伝統構法木造建築物　3件
　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　耐震シェルター　2件
・広報たかやまへ助成制度の掲載やホームページ、SNSを活用した情報発信

事業名 74120 建築物耐震対策事業費
総合計画

分野別 市長公約

評価等 評価等
・各種助成制度等により、建築物の耐震化を促進することができた。
・耐震診断義務化建築物の安全対策への支援を行った。 財務部

査定の
考え方

重点戦略 根拠計画

R6完了予定 R8完了予定

維持・改善 維持・改善

拡大 拡大

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

R5完了 R7完了

建築物の耐震診断・耐震改修工事等に対する助成 17,045 16,397 17,000 17,000

説明

木造住宅の耐震診断 5,000 4,115 3,300 3,300

新規・拡充 主な事業内容 査定額

一般財源 10,055 11,692 10,935 10,935 10,940 10,940 5

その他（ 

6,250 6,250 0

県費　（ 建築物耐震化補強助成事業費　1/6、1/4 4,000 2,943 3,125 3,125 3,120 3,120 △ 5

国費　（ 建築物耐震改修等事業費　1/3、1/2 8,000 5,885 6,250 6,250

増減 (d)-(c)

22,055 20,520 20,310 20,310 20,310 20,310 0

最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d)

R6 R7 R8予算 実施計画額 17,700

総合計画等　主な指標 R6実績 R7実績 R11目標

住宅耐震化率 -

項 都市計画費 政策分野 都市基盤・防災・景観

担当課 都市政策部　建築住宅課 内線 2318 目 都市計画総務費 施策分野 住宅・公園・景観

予
算

会計 一般会計 方向性 人づくりを支える環境整備

款 土木費 ポイント 快適で安全な環境づくり
耐震改修促進計画、過疎地域持続的発展計画
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35_建築住宅課_4
事業シート（令和8年度予算）

1

7

4 3

1 ⑶

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和8年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.令和6年度事業実績、評価等（Check）　R7.8実施 5.令和7年度事業実績、評価等（Check）　R8.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

次年度
以降の
考え方

(担当課)

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・空家等対策計画に基づき、空家化の予防、適切な管理の促進及び管理不全の
是正等を図る。
・老朽空家等の除却及び空家等の利活用を推進する。

市長査定
の考え方

目的
・空家等の状況を把握し、適切に管理されていない空家等に対して、適切な管理を促
すことで、地域住民の安全な生活環境を保全するとともに、空家等の活用を促進する
ことで、住みやすいまちづくりを推進する。

概要

・高山市空家等対策協議会、高山市特定空家等審査会の運営
・空家等の実態、所有者調査の実施
・特定空家等や管理不全空家等の認定、指導、勧告、命令等の実施
・空家に関する相談
・老朽空家等の除却に対する支援
・空家の活用方法の提案や流通促進を図る仕組みの構築

・積算内容を精査

・財務部査定のとおり

・空家等対策の推進に必要な経費を計上
・空き家セミナーの開催に必要な経費を計上

歳出事業費
（職員人件費を除く）

特定財源

担当課
予算要求
ポイント事業実績 事業実績

・空家等相談会の開催（4回、5組9名）
・老朽空家等の除却に対する助成（5件）
・広告事業により無償で空き家対策パンフレットを作成（3,000部）

事業名 74125 空家等対策事業費
総合計画

分野別 市長公約

評価等 評価等
・空家相談会の開催等により、空家に係る個別問題の解決に向けた対応が促進された。
・老朽空家等の所有者への指導や助成制度周知により、老朽空家等が除却され、安全な生活環境の保
全が図られた。 財務部

査定の
考え方

重点戦略 根拠計画

R7完了予定 R8完了予定

維持・改善 維持・改善

拡大 拡大

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

R6完了 R7完了

空き家セミナーの開催 425 440

空き家対策パンフレットの作成 250 0 200

老朽空家等の除却に対する支援 5,000 5,000 5,000 5,000

空家等相談会の開催 100 62 100 100

説明

特定空家等審査会 110 36 110 110

新規・拡充 主な事業内容 査定額

一般財源 3,060 2,798 4,274 3,250 4,090 4,090 △ 184

その他（ 

県費　（ 空家等除却費支援事業費　1/3 1,666 2,500 1,660 1,660 △ 6

国費　（ 空家等対策事業費　1/2 2,500 2,350

増減 (d)-(c)

5,560 5,148 5,940 5,750 5,750 5,750 △ 190

最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d)

R6 R7 R8予算 実施計画額 6,000

総合計画等　主な指標 R6実績 R7実績 R11目標

項 都市計画費 政策分野 都市基盤・防災・景観

担当課 都市政策部　建築住宅課 内線 2337 目 都市計画総務費 施策分野 住宅・公園・景観

予
算

会計 一般会計 方向性

款 土木費 ポイント
空家等対策計画、過疎地域持続的発展計画
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35_建築住宅課_5
事業シート（令和8年度予算）

1

7 　

4 3

4 ⑶

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和8年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

○ 2

○ 1
※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.令和6年度事業実績、評価等（Check）　R7.8実施 5.令和7年度事業実績、評価等（Check）　R8.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

・夜間景観づくりに対する助成については、実施方法等を精査する必要があるた
め、予算化を見送り

次年度
以降の
考え方

(担当課)

次年度
以降の
考え方

(担当課)

市長査定
の考え方

景観保全奨励事業費
景観計画、歴史的風致維持向上計画、過疎地域持続的発展計画

目的
・市街地景観保存区域における保存活動への支援や景観形成に資する事業への助
成などにより、美しい景観の保全・創出を図る。

概要
・景観保存活動や美しい景観形成に資する修理・修景に対する助成の実施
　市街地景観保存区域保存会補助金、市街地景観保存区域建造物修景事業補助金、景観重要建造物修景事業補助金、景観
形成事業（塀等設置）補助金、高山の景観にふさわしい看板補助金、生け垣等設置補助金、一般開放型便所改修補助金

歳出事業費
（職員人件費を除く）

特定財源

・市街地景観保存区域保存会補助金　　11件
・景観重要建造物修景事業補助金　　　 　0件
・市街地景観保存区域建造物修景事業補助金　6件
・高山の景観にふさわしい看板補助金　　3件
・景観形成事業（塀等設置）補助金　3件
・生け垣等設置補助金　0件

・各種補助制度を活用した修理・修景事業等により、景観の保全や改善が図られた。
・昨年度に引き続き、景観重要建造物については実施事業がなく、生け垣等設置についても申請がな
かった。
・市街地景観保存区域保存会補助金の制度運用については、今後も改善を図るとともに、保存会活動
が充実するよう調整に努める。

・景観重要建造物の積極的な指定及び保存・活用を推進する。
・市街地景観保存区域の拡大に向けて、地域住民との合意形成に向けた協議を
進める。
・各種補助制度について、交付条件や対象範囲について見直しによる効果を検
証する。
・市街地景観保存区域保存会補助金の制度運用について改善を図る。

・積算内容を精査

・積算内容を精査

・景観保全に資する事業の助成に必要な経費を計上
・景観まちづくりを推進するために必要な経費を計上
・同事業費の都市計画課所管予算を統合

市長公約

担当課
予算要求
ポイント事業実績 事業実績

評価等 評価等
財務部
査定の
考え方

R7完了予定 R8完了予定

維持・改善 維持・改善

拡大 拡大

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

R6完了 R7完了

景観まちづくりの推進 5,280 良好な景観まちづくりを進めるためのガイドラインの製作 等

夜間景観づくりに対する助成 0

市街地景観保存区域建造物の修景等に対する助成 12,000 9,013 12,000 12,000

景観重要建造物の修景等に対する助成 2,000 0 2,000 2,000

高山の景観にふさわしい看板の設置等に対する助成 1,800 368 1,800 14,800 既存不適格看板の是正に対する助成

景観形成、生けがき等設置に対する助成 2,270 528 2,270 2,000 74500緑地保全推進事業費へ移行（生けがき等設置に対する助成）

説明

市街地景観保存会に対する助成 1,600 1,231 1,600 1,600

新規・拡充 主な事業内容 査定額

9,870 9,870

一般財源 15,080 9,835 15,080 34,985 28,730 18,860 3,780

その他（ 宿泊税

9,830 9,830 4,600

県費　（ 県移譲事務交付金 30 30 30 30 30 30 0

国費　（ まちなみ環境整備事業費 1/3 5,230 1,560 5,230 9,020

増減 (d)-(c)

20,340 11,425 20,340 44,035 38,590 38,590 18,250

最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d)

R6 R7 R8予算 実施計画額 38,400

総合計画等　主な指標 R6実績 R7実績 R11目標

「町並み景観や農山村景観など地域の美しい景観が保
たれている」と感じる市民の割合

76.1% ↗

項 都市計画費 政策分野 都市基盤・防災・景観

担当課 都市政策部　建築住宅課 内線 2312 目 景観保全総務費 施策分野 住宅・公園・景観

予
算

事業名 74510
総合計画

重点戦略

分野別

会計 一般会計 方向性

款 土木費 ポイント 　
根拠計画
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35_建築住宅課_6

主要事業個票（令和8年度予算）

□ ☑ 1

□ □ 7

□ 4

□ 4

事業の目的・概要（Plan）

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業名 74510 景観保全奨励事業費 担当課 都市政策部建築住宅課

枝番・内容 1-1 高山市景観アドバイザーによる景観・歴史まちづくりの推進

目的 概要
・インバウンド需要を背景とした特にまちなかにおける店舗の出店等により、本市の景観の現状を
危惧する様々な意見が寄せられていることを踏まえ、専門的かつ全国的な視点からの検討を加
え、景観分野に関する政策をより強力に推進するため「景観アドバイザー」を設置する。

・景観アドバイザーの設置

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

R6完了 R7完了

R7完了予定 R8完了予定

区分 予算

予算額

主な経費

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[スケジュール]

次年度以降
の考え方
(担当課)

次年度以降
の考え方
(担当課)

維持・改善 維持・改善

拡大 拡大

[事業内容]

・以下の役割を担う景観アドバイザーを設置する。
　（１）本市の景観及び歴史まちづくりに関する政策への助言及び意見
　（２）上記政策に携わる職員の指導及び当該職員からの相談への対応
　（３）景観及び歴史まちづくりに関する識見を有する者の本市への紹介
　　　及び連絡調整

[スケジュール]
・R8.4　　　景観アドバイザー委嘱
・R8.4～　 職務の依頼

対前年度増減額（当初予算） 180

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算）

予算額

180

繰越 繰越

補正等 補正等
主な経費 ・景観アドバイザー謝礼、費用弁償

当初 予算額 当初 当初 予算額 当初

その他重要事業 項 都市計画費 内線 2312

目 景観保全総務費 作成年月 R8.2

R7新規 R8新規 会計 一般会計

R7拡充 R8拡充 款 土木費
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35_建築住宅課_7

主要事業個票（令和8年度予算）

□ ☑ 1

□ □ 7

□ 4

□ 4

事業の目的・概要（Plan）

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業名 74510 景観保全奨励事業費 担当課 都市政策部建築住宅課

枝番・内容 1-2 高山市屋外広告物モニターによる違反広告物把握事業

目的 概要
・市民の屋外広告物に対する関心の高まりを受け、これまで不十分であった既存の屋外広告物の
現状調査を行うとともに、景観形成基準を満たしていない屋外広告物を調査する。

・屋外広告物モニターの設置

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

R6完了 R7完了

R7完了予定 R8完了予定

区分 予算

予算額

主な経費

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[スケジュール]

次年度以降
の考え方
(担当課)

次年度以降
の考え方
(担当課)

維持・改善 維持・改善

拡大 拡大

[事業内容]

・屋外広告物モニターとして、次の職務を依頼する。
　（１）街中をはじめ市内の屋外広告物の現状調査
　（２）市や地域の景観形成基準への適合の有無を確認
　（３）景観形成基準に不適合な屋外広告物の整理
　（４）整理した違反広告物の市への報告

[スケジュール]
・R8.4　　　屋外広告物モニター委嘱
・R8.4～　 職務の依頼

対前年度増減額（当初予算） 100

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算）

予算額

100

繰越 繰越

補正等 補正等
主な経費 ・屋外広告物モニターへの謝礼

当初 予算額 当初 当初 予算額 当初

その他重要事業 項 都市計画費 内線 2312

目 景観保全総務費 作成年月 R8.2

R7新規 R8新規 会計 一般会計

R7拡充 R8拡充 款 土木費
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35_建築住宅課_8

主要事業個票（令和8年度予算）

□ ☑ 1

□ □ 7

□ 4

□ 4

事業の目的・概要（Plan）

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業名 74510 景観保全奨励事業費 担当課 都市政策部建築住宅課

枝番・内容 1-3 高山市景観ガイドライン等の作成

目的 概要
・事業者や一般市民等に対し分かりやすくまとめた「景観ガイドライン」と、望ましい看板等のあり方
を示した「高山市サインデザインマニュアル」を新たに作成し、域外事業者などに向けた情報発信の
ツールとして活用する。

・事業者や一般市民等に対し、景観計画及び屋外広告物関係制度とともに将来の町並のあるべき姿などを分かりやすくまとめた「景観ガイドライン」を作成し、景観まちづくりを推進する。
・景観や屋外広告物の良好な事例を紹介した「高山市サインデザインマニュアル」を作成し、高山市の景観づくりの視点や目指す将来像を市民や事業者と共有するとともに、域外事業者など
に向けた情報発信のツールとして活用する。

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

R6完了 R7完了

R7完了予定 R8完了予定

区分 予算

予算額

主な経費

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[スケジュール]

次年度以降
の考え方
(担当課)

次年度以降
の考え方
(担当課)

維持・改善 維持・改善

拡大 拡大

[事業内容]

・景観計画及び屋外広告物関係制度について、現行規制の内容や目指
す姿を視覚的に分かりやすくまとめた景観ガイドラインを作成する。

・まちの景観を彩る看板の優良事例写真などをまとめたサインデザインマ
ニュアルを作成する。

[スケジュール]
・R8.3　　　景観ガイドライン、サインデザインマニュアルの骨子作成
・R8.4～　 事業者選定
　　　　　　  景観ガイドライン、サインデザインマニュアルの作成

対前年度増減額（当初予算） 5,000

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

最終 最終

決算額 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 対前年度増減額（決算）

予算額

5,000

繰越 繰越

補正等 補正等
主な経費 ・景観ガイドライン等作成委託料

当初 予算額 当初 当初 予算額 当初

その他重要事業 項 都市計画費 内線 2312

目 景観保全総務費 作成年月 R8.2

R7新規 R8新規 会計 一般会計

R7拡充 R8拡充 款 土木費
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主要事業個票（令和8年度予算）

□ □ 1

□ ☑ 7

□ 4

□ 4

事業の目的・概要（Plan）

[参考] R6決算（Do・Check）　R7.8時点 （千円） [参考] R7当初予算(Action)　R7.3時点 （千円） R7決算（Do・Check）　R8.8時点 （千円） R8当初予算（Action）　 （千円）

※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業名 74510 景観保全奨励事業費 担当課 都市政策部建築住宅課

枝番・内容 2 高山の景観にふさわしい看板補助金の拡充

目的 概要
・「高山市美しい景観と潤いのあるまちづくり条例」に規定するまちづくりの方針に基づいて屋上看
板、壁面看板、突出看板及び広告塔を景観重点区域内に設置、もしくは景観にふさわしくない看板
を撤去する事業に対して支援する。

・令和７年度に見直した新たな景観形成基準により、既存不適格となる看板の是正と良好な景観の創出を図る。

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

R6完了 R7完了

R7完了予定 R8完了予定

区分 予算

予算額

主な経費 高山の景観にふさわしい看板補助金

[事業実績]

[評価等]

[事業内容] [事業実績]

[評価等]

[スケジュール]

次年度以降
の考え方
(担当課)

次年度以降
の考え方
(担当課)

維持・改善 維持・改善

拡大 拡大

[事業内容]

・令和７年度中に見直しを予定している景観計画の基準について、不適格
となる原色使用の看板、夜間景観を阻害する照明看板等の改修・撤去に
かかる費用の一部を助成する。

[スケジュール]
・R8.4　補助申請受付の開始

対前年度増減額（当初予算） 13,000

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

最終 1,800 最終

決算額 368 決算額

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 0 対前年度増減額（決算）

予算額

14,800

繰越 繰越

補正等 補正等
主な経費 ・高山の景観にふさわしい看板補助金

当初 1,800 予算額 当初 1,800 当初 予算額 当初

その他重要事業 項 都市計画費 内線 2312

目 景観保全総務費 作成年月 R8.2

R7新規 R8新規 会計 一般会計

R7拡充 R8拡充 款 土木費
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35_建築住宅課_10
事業シート（令和8年度予算）

1

7

5 3

1 ⑶

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和8年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.令和6年度事業実績、評価等（Check）　R7.8実施 5.令和7年度事業実績、評価等（Check）　R8.8実施

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

担当課
予算要求
ポイント事業実績 事業実績

・指定管理者との連携を密にした市営住宅の維持管理
・下岡本団地屋根等塗装改修ほか整備工事の実施
・家賃や駐車場使用料の滞納者及びその連帯保証人に対し、電話による催促や未納額を請求する文書
の送付のほか、面談し直接交渉するなど、収納率の向上に向けた取り組みの実施

評価等 評価等

・指定管理者との役割分担のもと、適正な維持管理を行うことができた。
・滞納整理の強化（電話による督促、支所との連携）により、徴収目標を達成することができた。
・地域の実情と需給バランスを考慮した住宅の適正配置を進めるため、市営住宅整備計画を策定した。
・滞納傾向にある居住者への早期指導や、連帯保証人への連絡による納付依頼の実施等に取り組み、
高い収納率を確保することができた。
・高額滞納者に対しては法的措置も含めた厳正な対応が必要である。

財務部
査定の
考え方

次年度
以降の
考え方

(担当課)

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・指定管理者と連絡を密にした維持管理を実施する。
・地域の実情に合わせた配置の適正化を検討する。
・債権管理条例に基づき、滞納整理の強化を図る。
・市営住宅整備計画に基づき、市営住宅の適正配置を進める。

市長査定
の考え方

・積算内容を精査し、必要な経費を計上

・財務部査定のとおり

・市営住宅の適正管理及び市営住宅整備計画に基づく施設の整備に必要な経
費を計上

分野別 市長公約

目的
・住宅に困窮する市民に対して、低廉な家賃で住宅を供給し、生活の安定を図る。
・市営住宅の整備・改修を進め、居住者の生活環境の保全を図る。

概要

・入居者や入居希望者からの相談等への対応
・債権管理条例を基にした滞納整理の実施
・指定管理者と連携した市営住宅の維持管理
・市営住宅整備計画に基づく計画的な整備工事の実施

歳出事業費
（職員人件費を除く）

特定財源

事業名 75100 市営住宅管理事業費
総合計画

市営住宅整備計画、過疎地域持続的発展計画重点戦略 根拠計画

R7完了予定 R8完了予定

維持・改善 維持・改善

拡大 拡大

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

R6完了 R7完了

施設整備 37,569 35,335 148,400 136,130

三福寺団地借上料（債務負担） 53,973 53,973 53,973 53,973

説明

市営住宅の管理 35,358 35,358 36,800 37,560

新規・拡充 主な事業内容 査定額

153,301 153,301 △ 74,433

一般財源 0 0 18,294 55,480 48,466 48,466 30,172

その他（ 公営住宅使用料、敷地占用料　等 134,180 131,508 227,734 145,691

32,160 32,160 32,160

県費　（ 

国費　（ 社会資本整備総合交付金 1/2 32,166

増減 (d)-(c)

134,180 131,508 246,028 233,337 233,927 233,927 △ 12,101

最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額(d)

R6 R7 R8予算 実施計画額 207,000

総合計画等　主な指標 R6実績 R7実績 R11目標

項 住宅費 政策分野 都市基盤・防災・景観

担当課 都市政策部　建築住宅課 内線 2337 目 住宅管理費 施策分野 住宅・公園・景観

予
算

会計 一般会計 方向性

款 土木費 ポイント
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